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５
月　

日
㈬
か
ら　

日
㈭
ま
で
、
中
華

１２

１３

人
民
共
和
国
駐
名
古
屋
総
領
事
張
立
国
氏

が
当
市
に
来
訪
し
、
馬
籠
宿
や
苗
木
城
跡
、

中
津
川
宿
や
市
内
企
業
な
ど
を
見
学
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
来
訪
は
、
近
年
馬
籠
宿
に
は
中

国
・
台
湾
・
韓
国
な
ど
を
始
め
と
す
る
ア

ジ
ア
か
ら
の
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
外
国
人
誘
客
を
進
め
、

当
市
の
情
報
を
よ
り
広
く
発
信
し
、
人
的

交
流
や
経
済
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
張

総
領
事
を
招
待
し
た
も
の
で
、
市
長
や
中

津
川
商
工
会
議
所
会
頭
、
中
津
川
市
観
光

協
会
長
、
馬
籠
観
光
協
会
長
な
ど
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
市
内
の
観
光
地
や

歴
史
・
食
・
文
化
・
商
工
業
の
現
況
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

張
総
領
事
は
「
現
在
は
中
国
と
日
本
の

交
流
が
盛
ん
。
中
国
人
は
東
京
・
大
阪
・

京
都
は
良
く
知
っ
て
い
る
が
、
中
部
地
域

は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
中
津
川
市
は
古
い

街
並
み
や
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
。
駐
名
古
屋
総
領
事
館
と
し

て
も
で
き
る
こ
と
か
ら
中
津
川
市
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
な
ど
と
市
長
に
語
ら
れ

ま
し
た
。

問 
観
光
課
（
☎
内
線
４
２
７
１
）

　　

４
月　

日
㈭
か
ら
５
月　

日
㈮
ま
で
、

２２

２１

市
内　

か
所
の
公
共
施
設
の
窓
口
な
ど
で

１８

行
い
ま
し
た
「
中
国
青
海
省
地
震
救
援
金
」

は
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、　

万
５
千
４
８
２
円
集

１５

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
救
援
金
の
内　

万
円
は
、
市
長
よ

１０

り
直
接
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
名
古
屋
総

領
事
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
残
り
の
５
万

５
千
４
８
２
円
に
つ
い
て
は
、
日
本
赤
十

字
社
岐
阜
県
支
部
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問 
障
害
援
護
課
（
☎
内
線　

）
６１６

　

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
お
り
、
今

回
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
車
両
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
と
在
来
型
新
幹
線
の
車

両
を
比
較
す
る
と
大
き
さ
、
性
能
な
ど
様

々
な
点
で
違
い
が
あ
り
ま
す
（
表
）。最
も

大
き
な
違
い
は
そ
の
駆
動
の
原
理
で
す
。

　

在
来
型
新
幹
線
が
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
に

よ
り
集
電
し
、
車
両
内
の
モ
ー
タ
ー
で
車

輪
を
回
転
さ
せ
、
レ
ー
ル
と
車
輪
と
の
摩

擦
力
（
粘
着
力
）
に
よ
り
駆
動
す
る
の
に

対
し
て
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
、
車
両
に
取

り
付
け
た
超
電
導
磁
石
と
浮
上
コ
イ
ル
に

よ
り
浮
上
し
、
超
電
導
磁
石
と
推
進
コ
イ

ル
に
よ
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
に
よ
り
駆
動

し
ま
す
。

　

在
来
型
新
幹
線
の
よ
う
な
鉄
輪
式
で
は
、

お
お
む
ね
時
速
３
０
０
㎞
台
が
速
度
の
限

界
で
あ
ろ
う
と
技
術
的
に
い
わ
れ
て
お
り
、

磁
気
浮
上
式
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

磁
気
浮
上
式
鉄
道
で
は
、
通
常
の
電
磁

石
の
吸
引
力
を
利
用
し
、
車
両
を
約
１
㎝

浮
上
さ
せ
る
ド
イ
ツ
の
ト
ラ
ン
ス
ラ
ピ
ッ

ト
（
上
海
で
実
用
化
）
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
超
電
導
に

よ
り
約　

㎝
浮
上
さ
せ
て
走
行
し
ま
す
。

10

　

地
震
な
ど
に
対
す
る
備
え
も
含
め
て
安

定
的
に
時
速
５
０
０
㎞
で
走
行
す
る
に
は
、

　

㎝
程
度
の
浮
上
高
が
必
要
で
あ
る
と
考

10え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
超
電
導
リ
ニ
ア
は
加
速
・
減
速

性
能
に
も
優
れ
、
新
幹
線
よ
り
も
短
時
間
、

短
距
離
で
最
高
速
度
に
到
達
し
、
最
高
速

度
か
ら
短
時
間
、
短
距
離
で
停
止
し
、
最

高
速
度
を
維
持
す
る
時
間
や
区
間
を
長
く

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

新
し
い
技
術
に
よ
り
走
行
す
る
た
め
、
車

両
も
今
ま
で
の
新
幹
線
と
は
大
き
く
違
っ

て
い
ま
す
。

問 
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
内
線　

）
322

夢
の
実
現
へ

夢
の
実
現
へ 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
⑤

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
⑤ 
夢
の
実
現
へ 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
⑥ 

性 能 比 較

在来型新幹線
（東海道新幹線）

超電導リニア項目

270㎞/h
※山陽新幹線
　300㎞/h
　東北新幹線
　320㎞/h（H24予定）

500㎞/h（予定）営業最高速度

2.6㎞/h/s7.2㎞/h/s最大加速度

約1.7万人
/時間・片道

約1万人/時間・片道輸送人員

輸
送
力

16両16両１編成の最大車両数

約1,300人
（N700系）

約1,000人
１編成の最大乗車

人員

13本/時
（H22.3時点）

10本/時
１時間あたり最大

列車本数（片道）

27.35m（先頭車）
25.0m（中間車）

28.0m（先頭車）

24.3m（中間車）
車体長さ

車
両

3.36m2.9m車体幅

3.6m3.28m車体高さ

約45t/両約25t/両重さ

中
国
駐
名
古
屋
総
領
事
が

　

中
津
川
市
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た　
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「
中
国
青
海
省
地
震
救
援
金
｣
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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車 体 比 較

在来型新幹線

（N700系）

超電導型リニア
※交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会中央新幹線小委員会の資

料を参考にしています。


